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第14回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　議事次第

昭和5・2年6月22日㈱　午後2時～4時．

宇宙開発委員会会議室』

’宇宙関係条耕捌部会報告にういて

　（説明者2宇宙関係条約特別部会作業グループ

　　　　　主査　　、　　星野英二・・

・委1’ S－1　第15回字宙開発委員会（定例会議）譲事要旨

委14－2’宇宙関係条約の締結に当たって必要な国内法令

’　　　　　に陶する基本事項について（報告）

’
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委14」1’≒』

　　　　　第15回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議　事　要　旨

’1．　日時　　　昭和52年6月15日㈱　午後2時～4時

2

5

4

5

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

（ゴ　関係省庁にお・ける宇宙関連研究開発進捗状況について

（2）昭和52年度宇宙開発委員会招へい結果について

資料・　　　　　　　　　　　　　　　　　’，　　　’　

委13－1・算12回宇宙開発委員会（定例会謎）議事要旨

委15－2　関係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況

委13－5洪同エア・サツト評儲敵ついて㌦，

委15－4轄醗蝉とカナ姻・繍宇宙委員会議長
　　　　　　江．H．チヤップマン博士との会談議事要旨　し
　　　　　　（ミニツツ）　　　　　　　　　吃

’出席者

　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会委員長代理　　　、網　島　　　毅　　　　　　　　・、

　　　”　 ．委員　，　　吉識雅夫
　　　〃　　〃　　 ．八藤東田
　　　グ　　 グ・．　　斎藤・成）ζ．．
関係省庁職員等
　　　　　　　　　’
　科学技術庁研究調整局長　　　　　園　山　重　道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　■

　　　科学技術庁長官官房参事官　　　　　　佐　伯　宗　治

　　　通商産業省機械情報産立局次長　『・水野上晃．章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：角田）

　　　運勢大臣官鯵鮪　　　 招越達也
　　　　　　　　　　　一・　　　　　　　　（〃　：玉田）

　　　気象庁総務部長　．．　　　　・　　宇津木一　巌’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　：高谷）

　　　海上保安庁総務部長　、　　　　　　　鈴，木　　　登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　：佐藤）

　　　郵政省翰墨監理局藩謙官　　　　　　　門　田　　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃・甕）・

　　　建設省大臣官房技術参畢官』　　細川弥重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　：渡辺）

　　’気象庁総務部9　　　　　　　　　・高’檎　　　昭

　　　郵政省電灘理局　　ジ　 原田祐．治

　　．拙繊細　　・訟本一夫
　　　　　〃　　　　　　　　　　L　　　　九　里　　　：茂

　事務局
　　　科学技術庁研究麹瀞宙企画譲国蔑栄一
　　　　　〃「　　　・’　宇箏国際課長　三浦○　信他

6．議事要旨

』（1）　前回議事要旨　”

　　　第12回宇宙開発萎員会（定例会議）議事要旨に置いて、

　　5頁の斎藤委員の発言中「細かい制御信号」とあるのを「細

’翫籍制御信ラ」と郷一部修正を鰍ρ郷

　　　　　　　　　　　　イ　・
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（2）関係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況について

　　事務局から資料15－2及び5に基づいて説明が行われたの

　ち以下の質疑応答が行われた。　　　　、　　　’パ

綱島：50頁のランドサットフォローオン計画の中闇報告をNASA

　　罐叫たとあるが・契約痢かで報卸：義託けられてい

　　るのか。

墨務局：本計画はNASAの国際的呼びかけに応じて参加したも

　　ので、研究成果の報告が義務づけられている・’

斎・藤：測地衛星開禿に関して建設省とNASDみの協力体制はで

　　きているのか。．匹

事務局：NムSDAにチームを作り、これk建；設省が協力して行∫

　　うことになっている。

八四：関係省庁と．も研究開発は計画どおり進んでいると考えてよ

　　い¢）か。

1二二融嘩めた計画の遂行を確保できるよう1醐雌んで

　　いや9

縞・肛s一皿、の通信轍σく？いては・既三重なデー効響
　　　　　　　　　　　　　　　の　・ちれていると聞いているが、研究成果がまとまったら委員会齢

　　に報告してもらいたい。　’　　　　　　．　．

　　ETS一，1はいまどう1なっているのか。

躰…r－1は現在噸瓢データを奉信しており｝輔も
　　月に」回修正する程度で殆ど異常炉ないb　　一　・　・一

舅島し・5ノケ月の寿命といっていたもの演現布も異常声旧いのは・

　　μAS⇒Aのes七ima七ignが安全・ideに割過ぎているのではないか・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奄　　　　　　　　　．ρ

9　り

松本・信灘嘩率をもとに・厳㌃ダを≧るあは二3環とし

　　た。現在、パワムは落ちているが使甫できる範囲内にあり、

　　今後の参考どするため引き続きデータを取っている。

八藤：過去7．回のエアロサツト理事会に日本はオブザーバとして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
　　何回季加しているの，か。

犠、玉田）・第1回を鰍毎回参加している・前回は「他の参

　　回者」の参加条件を決めることになっていたが、エアロサツト

　　蜜蝋体魅する米国の消鮪撫農に論が回したためぐ●．

　　理事会への日本のオブザーバとしての参加の一年延長は認め・

　　三惑期エアrサツト評価言二二鯵加の雑三三’
　　され左かつた。

礪：衛畢が2個なくても評価ができるφか・

犠蜘∫：’軟は飛行前置を瀬ζとができ綱　、

　　で2個が必要である。　　　　　1・，　・1　・・　ド・●1

縦歯応卿織の騨は汰平洋≠での黙の必属性につ’

　　いで＋分辮させうるようさ解点してもら幽い・

（3）」脚52鞭宇齢醗委員会招さい結果ゆφて

　　事務局から特科委15－4に基づいて説明が行われたのち、．

　・ミニツツが原案どおり了承された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　亀


